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       2016 年度 第２回実行委員会（総会）議事録  
 
 
日 時   ● 2017 年 3 月 26 日（日） PM 1:00～3:00 
場 所  ● 京都教育文化センター 205 号室 

総会出席：（１９名）朝日、伊藤、池内、汾陽、川端、齋藤、坂爪、謝敷、神野芽生子、ツツミ、長瀬、西住、

花原、ふじい、廣田、松岡、三田村、武蔵、村井、 

運営委員会出席：（１５名）朝日、伊藤、汾陽、川端、齋藤、坂爪、謝敷、ツツミ、野嶋、花原、日高、ふじい、  

三田村、武蔵、目良、 

総会欠席（委任状あり）：（５６名）阿部、石塚、稲継、岡田、片岡、加藤、黒崎、加藤、小林敬、小林隆、 

越田、児玉、佐野、清水、白井、塩飽、神野明、宿南、鈴木浩、鈴木正、田中、田島、武内、武田、竹原、千明、

都竹、寺田、富田、冨永、中垣、中橋、中林、中都留、中村、野嶋、羽田、服部、濱本、林、日高、平木、 

藤井、古川、福田、前田、松井、松本、三上、務川、目良、望月、山川、山口、吉元、若狭、 

 
議 題 

１. 会員の動向：退会者及び休会者について 
退会希望：稲継次郎氏、小林敬生氏、小川航平氏→退会希望者３名の承認 

2016 年度退会者：角間貴生氏、田島征彦氏、佐久間嘉明氏、村崎晃氏、宮崎雅子氏 

        松井三和子氏、弘中征夫氏 

cf.2016 年度休会者なし、 2015 年休会者 10 名 

本総会後 

会員数  ９６名 

休会者    ６名 

賛助会員 １２名 

 

２．2016 年度会計報告 
  花原氏から 2016 年度の決算が報告され承認される。 
 

３. 2017 年度事業計画 

   ・カナダ巡回展について 

  カナダ巡回展 in アルバータ（アルバータ大学美術館 2017/02/16-03/25）を開催。  
  アルバータへは黒崎氏が会を代表してクロージングパーティに参加された。 
   9 月にレジーナ・アートギャラリーにて開催予定。それに伴い、アルバータ展でツアー参加者が定員   
   に満たずキャンセルになったツアーを再度企画し７月にツアーのお知らせをする。  
   カナダ巡回中の作品返却は 10 月を予定。  
 
  ・オーストラリアお返し展について  
  オーストラリア版画協会の事務局が変わるなどの理由で連絡が遅くなったが、お返し展の会期は     
    2018~2019 年に開催を予定している（会場は未定）。 



 
 
  2017 年中にお返し展の準備を進める。日本側の希望会期は 2018 年の 11 月か 12 月を提案する。 

 

  2019 年まで京都市美術館の改修工事があり国際展が開催できないので、それに代わる国内展を考 

  える。それについては地方展(会員が集まっている各都市で、グループ展を行う)を開催することが 

  考えられる。 

 

４. 小品展の報告 別紙参照 

 

５. 新運営委員会ついて 

    今後の実行委員会について検討した。 

１）現在の運営方法では、一部の運営委員に大変な負担が掛かっているので、負担軽減の方法 

    を考える必要がある。 

２）新運営委員によって今後の会の方向性や新たな運営方法を検討する。 

 

６.「京都十景」出版の件 

  現在６冊目を終えたので、あと 4 冊出版する必要がある。職人さんがご高齢のため、 

  必要とする箱はすでに製作発注済み。 

７. その他 

 

 ・佐久間氏の保管物返却の件 

  古くなった額は廃棄する。使用できる額は海外展の額装に積極的に協力した会員で希望す 

  る方に渡す。その分配はふじい氏と松岡氏に一任する。 

    16 箱分(計 513 冊)の図録については、武蔵の方で一旦保管するが,ポーランド展、英国展、 

    カナダ展は冊数が多いので量を減らして送っていただくようお願いし、残りは佐久間氏の 

    判断に一任する。 

   （✳ 総会翌日に長瀬氏から図録を全て引き取っていただけるとの連絡がありました。 

       長瀬氏のご厚意に感謝します。） 

  今後の図録は、部数を減らす方向で考えたい。 

 

                                                                     （文責：武蔵） 
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       2016 年度 第２回実行委員会（総会）報告  
 
 
 春風が心地よい季節になりました。皆様ご健勝にてご活躍のこととお慶び申しあげます。 

 去る３月２６日(日) 午後1時より京都教育文化センターにおいて１９名出席のもと2016年度第２回版

画京都展実行委員会が開催されました。  

 

 出席会員の簡単な自己紹介の後、2016年度会計報告と2017年度事業計画、そして次年度の運営委員会に

ついて検討されました。３月５日の第７回運営委員会では、委員長と事務局長の後任者が決定しなかった

ため、本総会後に臨時運営委員会を開催いたしました。しかしながらその場でも決定せず、次回運営委員

会に持ち越すことになりました。 

 カナダ巡回展を今年の夏に、オーストラリアお返し展を来年に予定しています。一方で、京都で開催の

国際展の計画は未定ですので、今後の版画京都展実行委員会の内容とその方向性について慎重に考える契

機になると思います。 

 現在のところ７月２３日に第１回総会を予定しておりますが、メールかファックスにて会員の皆様の忌

憚のないご意見を６月末までにお聞かせ願えればと存じます。 

 

なお同封いたしました内容は以下のとおりですので、ご確認ください。 

 

○ 2016年度第2回総会議事録 

○ 2016年度臨時運営委員会議事録  

○ 2016年度一般会計、国際展 決算報告書(案)  

○ 2017年度事業計画 

○ KYOTO版画 Vol.23 
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            201 6 年度 臨時運営委員会  
 
 
日 時   ● 2017 年 3 月 26 日（日） PM 5:00～7:30 
場 所  ● 七福家 

運営委員会出席：（１５名）朝日、伊藤、汾陽、川端、齋藤、坂爪、謝敷、ツツミ、野嶋、花原、日高、 

ふじい、三田村、武蔵、目良、 

 
議 題 

１.  新運営委員の選出について 
・ 新運営委員会でも委員長と事務局長の後任は決まらなかった。 
・  運営委員会のメンバー以外の会員からも委員長と事務局長の後任者を募ることにし 
７月の総会に向けて準備する。 

・  総会で委員長と事務局長が決定しなかった場合は、運営委員会の役割を継続し 
カナダとオーストラリアお返し展を予定通り進めるとともに地方展を計画する。 

・  「京都十景」は十冊完了まで継続することが確認された。 
・  ツツミ氏が Website と会報に専念できるよう、朝日氏、三田村氏、川端氏、汾陽氏が新たに係

へ加わる。 

・  「KYOTO 版画小品展」巡回展の窓口は目良氏が担当する。 
・  村崎氏が退会されたので、後任の監査役を長瀬氏に依頼する。 
 

２．黒崎氏の名誉会員の提案  

  ・次回総会で黒崎氏を名誉会員に推薦することが提案された。  
 

２ . カナダお返し展への代表者渡航費補助 
・黒崎氏の渡航費半額補助について全員一致で承認された。 

 

４.  その他 

  ・レンタルオフィスについて 

  郵便物に関する事務局の仕事を軽減するため、月額使用料も安価なことから使用を検討する。 

・  振替通知書のサービスについて 

  会計の作業効率を上げるため、振替通知書のサービスを開始する。 

 

 
                                      （文責：武蔵）  



2017.3.26

2017年 実行委員会関係 国際展関係 版画協会関係、その他

第１回運営委員会 2016 KYOTO版画受賞者

ニュースレター Vol.2２発行 日高理恵銅版画展（4/18~23)

カナダツアーの募集 2016 KYOTO版画受賞者

花原淳子版画展（5/9~14)

第2回運営委員会 カナダツアーの募集

第１回総会 カナダツアーの募集

ニュースレター Vol.2３発行予定

第3回運営委員会 カナダツアーの募集

第4回運営委員会 カナダ・レジーナ・アートギャラリーにて巡回展（９/１より月末迄）

カナダ研修訪問旅行（予定）

日本側作品の返却 第84回版画展

第？回ポレポレ展(日程は？？？？）

新鋭展に代わる企画展出品者募集

オーストラリアお返し展の準備開始

2018年 実行委員会関係 国際展関係 版画協会関係、その他

第6回運営委員会

第７回運営委員会

第２回総会

ニュースレター Vol.2４発行予定

4月

12月

版画京都展実行委員会２０17年度事業計画

8月

11月

10月

5月

6月

7月

1月

３月

２月

9月






